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最近，大阪市内において発生した火災のう　　た。

ち，特異な事例を２つとりあげてみました。

この２事例のいづれも燃焼自体は比較的小

規模であったにもかかわらず，火災により発

生した煙による影響が大であった点で共通し

ています。本号においては，建物構造と煙に

焦点をあてて紹介します。

誌友の皆さんに改めて，煙の性状，恐しさ

を認識して頂くと共に，それを広く社会に

ＰＲし，火災による犠性者を軽減するための

一助になれば幸甚に思います。

〔事例１〕　耐火造の住宅から出火，酸欠に

より自然鎮火し，火元の居住者が１名が死

亡した事例

１　火災の概要

本火災は深夜，耐火造５階建集合住宅の２

階１住宅から出火，同住宅の１室の天井，側

壁合わせて14㎡焼損し，消防隊到着時には既

に自然鎮火していた。又，出火室の隣りの部

屋に居た一人暮しの火元の老人（男性64 歳）

が一酸化炭素中毒により死亡した火災であ

る。

２　発見に至るまでの状況

出火当日の午前１時頃，火元上階の高校生

がきな臭いにおいを，又，同２時頃，隣室の

主婦がきな臭いにおいとガス漏れ警報器の警

報音（ピコピコ）を感知したが，いづれも同

住宅の外部からのものと思いそのまま就寝し

同５時20 分頃，上階夫婦が激しい 異臭を感

じたため，火元の玄関前まで行ったところ扉

越しにガス漏れ警報音が聞えたため，玄関扉

をたたいたが応答がなく，大阪ガ ス営業所ヘ

ガス漏れ事故として通報した。

同５時55分，大阪ガス係貝が到着しガスメ

ー ターを点検したが，ガ ス漏れの事実がなく

「火災かも知れない」と判断，大阪ガ ス営業

所経由で消防局へ出場要請した。

消防隊到着時，火元は施錠されたままであ

ったがこげ臭いにおいは確認できた。

消火態勢を整え台所出入口扉のガラスを破

壊し屋内に進入したが，既に熱気はなく目に

痛みを感じただけで火災は完全に鎮火してい

た。

３　焼き状況

６畳間西側にある仏壇付近から出火，炎は

襖を伝って天井へと延焼し，同室の天井，側

壁の大半を焼損して自然鎮火した。

襖は表紙を焼きした程度で桟，裏紙には炎

は達していなかった。天井板（化粧合板）は

東側（窓寄り）ｲ寸近で緩慢になっているが，

ほぼ全体にわたって炭化している。東側に設

けられた窓（引き違い２枚サッシ）は施錠さ

れたままの状態で，ガラスは大きくひび割れ

ているが欠損部はない。（図１、２参照）

４　自然鎮火に至った経過

火元住宅は開口部にアルミサッシ戸など使
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用して気密性が極めて高かったことと，窓ガ

ラスに欠損部が生じなかったために，燃焼に

よって消費される酸素量の低下と発煙量の増

加のため，天井に延焼した頃から燃焼は緩慢

になり，天井中央部から窓側に近づいた辺り

図１　火元住宅平面図

図２　出火状況図

で酸素不足となり，自然鎮火に至ったもので

ある。

５　死者の発生に至った経過

火元の一人暮しの男性が外で酒を飲んだ後

帰宅し，テレビを見ながら寝入ってしまった
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ところ隣室から出火した。

まもなく侵入してきた不完全燃焼により発

生した高い濃度の一酸化炭素ガス及び二酸化

炭素ガスと酸素濃度の低い空気を吸引したた

め，全く避難することができずに意識を失い

数時間後に死に至ったものである。

６　出火原因

本火災の原因は，供養の灯明が何らかの拍

子に倒れ，ベニヤ製仏壇に着火し拡大したも

のとみられる。

７　今後の予防対策

火元建物のように気密性の高い耐火造の集

合住宅が増加している咋今，一旦火災が発生

すれば本事案のような経過を辿り，煙による

犠性者が出る恐れが十分考えられる。

さて，その犠性者の発生を防止する策とし

て，一つは各室内に外部に異常を知らせるこ

との可能な簡易型火災警報器を設置すること

二つは居住者同志がコミュニケーションを深

めるとともに，一人暮しの老人には日頃から

声を掛け,注意をすることなどが挙げられる。

〔事例２〕　鉄筋造２階建併用住宅の１階店

舖部分から出火し，１，２階において就寝

中の居住者ら８名が死亡した事例

１　火災の概要

本火災は深夜，町工場と住宅が混在密集す

る地区の鉄骨造モルタル塗２階建の店舗付住

宅（３店舗１住宅）建142㎡延278㎡の１階北

東端の大衆スタンドから出火，同店舗37㎡を

焼損及び西隣りの喫茶店の天井，側壁33㎡と

２階住宅の天井，側壁6m･ が焼損し，１，２

階において居住する火元建物の所有者及びそ

の家族ら８名が煙により死亡，２名が重症を

負った火災である。



２　火元建物の構造

火元棟は鉄骨造陸屋根の２階建である。１

階は火元の大衆スタンド，喫茶店， スナック

の３店舗と居室が３部屋，２階は居室が７部

屋と台所，物置で構成されている。建物の外

壁はラスシート（鉄製波板）を下地としたモ

ルタル塗で開口部にはアルミサッシを使用し

又，２階の床はキーストンプ レートを使用し

ている。天井裏は各店舗間に間仕切壁はなく，

更に南東端と北西端が開放状態にあった。

（図３参照）

３　延焼拡大の状況

１階北側東端の大衆スタンドのカウンター

付近から立ち上がった炎は，東側壁面に沿っ

て天井部に達し，化粧合板の天井部を燃え拡

がった。一方，西側へは店内西面の化粧合板

張りの壁を燃やしながら天井裏から西隣りの

喫茶店に延焼，同喫茶店天井部を焼きしたも

の。

４　煙の伝播経路

１階　平面図

火元店内から出火，カウンター及び天井板

等を燃焼する際に発生した煙は，焼け抜けた

化粧天井から１階天井裏に入った。　１階天井

裏は合板天井と２階床 キーストンプレートと

ではさまれた高さ約100㎝の間仕切壁のない

大きな空間であったが（図４， ５及び写真参

照）,北西端と南東端にそれぞれ開口部があっ

たため，この天井裏は気密状態でなく開放状

態であった。１階天井裏に入った煙は，天井

裏全域に拡がるとともに，北西端及び南東端

開口部からそれぞれ階段（一部１階居室）へ

進み，２階へと上昇した。又，一部の煙はキ

ーストンプレートとＨ鋼柱の埋め戻し欠落部

のすきまから２階の居室へと侵入した。

５　死者の発生に至った経過

出火当時，１階で３名，２階で７名が就寝

中であったとみられる。前項で述べた伝播経

路により侵入してきた煙によって，２階に居

た７名が死亡，１階に居た３名のうち１名が

死亡，２名が重症を負っている。このうち２

２階　平面図

図３　煙の伝播経路と死傷者の発見位置図
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